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小学生特別指導会兼

第10回全日本小学生ボウリング競技大会

スポーツ拠点づくり推進事業

〒492-8164　愛知県稲沢市井之口大坪町８０－１
TEL0587-21-2131　FAX0587-21-2133
http://www.grandbowl.jp/inazawa

、
主　　催 ： 全日本小学生ボウリング競技大会実行委員会
　　　　　　公益財団法人全日本ボウリング協会、愛知県ボウリング連盟、
　　　　　　稲沢市ボウリング協会、稲沢市教育委員会
後　　援 ： 総務省、スポーツ庁、一般財団法人地域活性化センター、公益財団法人日本スポーツ協会
　　　　　公益財団法人日本オリンピック委員会、愛知県、公益財団法人愛知県スポーツ協会
　　　　　稲沢市、稲沢市体育協会、株式会社中日新聞社
協　　力 ： 日本ボウリング機構（JBO）、東海ボウリング場協会
　　　　　東海地区プロボウラーズ選手会、稲沢グランドボウル、三菱電機株式会社稲沢製作所
主管運営 ： 愛知県ボウリング連盟、稲沢市ボウリング協会

２～３面	 	第32回オールジャパン
	 レディストーナメント
４～６面	 第52回全日本シニア選手権大会
６～８面	 	第45回全日本実業団産業別
	 選手権大会

　全日本シニアボウリング選手権大会の進化を数字が物語っています。３年連続で参加

選手数が 700 名を突破し、大会記録も毎回更新。今年は 14 種目のうち４種目で新記録

が誕生しました。年齢、キャリアを重ねたからこその強みがシニアエイジにはあります。

この右肩上がり、まだまだ続きそうです。

シニアエイジ
は

右肩上がり

男子ハイシニ
ア選手権者

浅田俊夫（千
葉）

Avg.231/15G

男子ハイシニ
ア2人チーム戦

大阪（吉田・
松井）

Avg.226/12G

女子シニア選
手権者

太田千恵（神
奈川）

Avg.216/15G

男子ハイシニ
ア個人戦

吉永哲哉（東
京）

Avg.244/6G
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之
介
会
長
よ
り
歓
迎
の
こ
と
ば
を

い
た
だ
い
た
。
競
技
規
程
説
明
・

認
証
報
告
と
審
判
団
の
紹
介
が
あ

り
、
愛
媛
県
代
表
・
菊
川
加
奈
子

選
手
に
よ
る
選
手
宣
誓
を
も
っ
て

開
会
式
を
滞
り
な
く
終
了
し
た
。

６
月
７
日
㈮
15
時
か
ら
開
会
式

が
行
わ
れ
た
。
は
じ
め
に
北
川
薫

協
会
会
長
の
あ
い
さ
つ
を
齋
藤
良

太
郎
専
務
理
事
が
代
読
し
、
主
管

す
る
愛
媛
県
ボ
ウ
リ

ン
グ
連
盟
の
戒
能
潤

ー
ツ
パ
レ
ス

▽
８
月
10
日
㈯
～
12
日
（
月
・

祝
）

日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
公
認

コ
ー
チ
３
養
成
事
業
専
門
科
目

（
Ｊ
Ｂ
Ｃ
・
Ｕ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
ブ
ロ
ン
ズ

コ
ー
チ
認
定
会
）
前
期

東
京
・

中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ

▽
８
月
13
日
㈫
～
14
日
㈬

ジ
ュ

ニ
ア
ジ
ャ
パ
ン
認
定
会
（
中
地

区
）

大
阪
・
神
崎
川
ダ
イ
ド
ー

ボ
ウ
ル

▽
８
月
15
日
㈭
～
16
日
㈮

ジ
ュ

ニ
ア
ジ
ャ
パ
ン
認
定
会
（
西
地

区
）

福
岡
・
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ウ
ル

▽
８
月
20
日
㈫

Ｊ
Ｂ
Ｃ
公
認
ド

リ
ラ
ー
有
資
格
者
研
修
会
・
義
務

研
修
会

山
形
・
山
形
フ
ァ
ミ
リ

ー
ボ
ウ
ル

▽
８
月
22
日
㈭
～
30
日
㈮

世
界

選
手
権
大
会
２
０
１
９
女
子
大
会

ア
メ
リ
カ
・
ラ
ス
ベ
ガ
ス

▽
８
月
27
日
㈫

Ｊ
Ｂ
Ｃ
公
認
ド

リ
ラ
ー
有
資
格
者
研
修
会
・
義
務

研
修
会

富
山
・
富
山
地
鉄
ゴ
ー

ル
デ
ン
ボ
ウ
ル

Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ

プ
第
43
回
全
日
本
高
校
選
手
権
大

会

神
奈
川
・
川
崎
グ
ラ
ン
ド
ボ

ウ
ル

▽
８
月
２
日
㈮
～
３
日
㈯

ジ
ュ

ニ
ア
ジ
ャ
パ
ン
認
定
会
（
東
地

区
）

東
京
・
東
大
和
グ
ラ
ン
ド

ボ
ウ
ル

▽
８
月
３
日
㈯
～
４
日
㈰

小
学

生
特
別
指
導
会
兼
第
10
回
全
日
本

小
学
生
競
技
大
会

愛
知
・
稲
沢

グ
ラ
ン
ド
ボ
ウ
ル

▽
８
月
５
日
㈪

Ｊ
Ｂ
Ｃ
公
認
ド

リ
ラ
ー
有
資
格
者
研
修
会
・
義
務

研
修
会

愛
媛
・
松
山
中
央
ボ
ウ

ル▽
８
月
６
日
㈫
～
７
日
㈬

Ｊ
Ｂ

Ｃ
公
認
ド
リ
ラ
ー
有
資
格
者
研
修

会
・
ブ
ロ
ン
ズ
コ
ー
ス

愛
媛
・

松
山
中
央
ボ
ウ
ル

▽
８
月
７
日
㈬
～
11
日
㈰

Ｕ
22

５
ｔ
ｈ

Ｆ
ｕ
ｋ
ｕ
ｏ
ｋ
ａ

Ｓ

ｕ
ｍ
ｍ
ｅ
ｒ

Ｃ
ｕ
ｐ

２
０
１
９

ｓ
ｐ
ｏ
ｎ
ｓ
ｏ
ｒ
ｅ
ｄ

ｂ
ｙ

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｍ

福
岡
・
東
洋
ス
ポ

▽
７
月
６
日
㈯
～
12
日
㈮

第
20

回
ア
ジ
ア
ス
ク
ー
ル
選
手
権
大
会

中
国
香
港

▽
７
月
22
日
㈪
～
24
日
㈬

文
部

科
学
大
臣
杯
第
43
回
全
日
本
中
学

選
手
権
大
会

京
都
・
キ
ョ
ー
イ

チ
ボ
ウ
ル
宇
治

▽
７
月
26
日
㈮
～
27
日
㈯

ジ
ュ

ニ
ア
ジ
ャ
パ
ン
認
定
会(

北
地
区)

福
島
・
ボ
ウ
ル
ア
ピ
ア
郡
山

▽
７
月
29
日
㈪
～
31
日
㈬

Ｊ
Ｏ

２
０
１
８
年
度
公
認
最
多

ゲ
ー
ム
達
成
者(


Ｇ
以
上)

増
田
敏
美(

宮
崎)

１
１
６
４

藪
内
賢
一(

兵
庫)

１
０
９
３

和
田
繁
正(

香
川)

１
０
６
２

藤
山
則
昭(

山
形)

９
０
０

板
垣
幸
吉(

静
岡)

８
３
３

田
中
一
男(

島
根)

７
５
７

石
井
浩
次(

広
島)

７
２
７

高
田
勇(

京
都)

６
３
１

森
元
早
苗(

宮
崎)

６
２
７

佐
藤
智(

山
形)

６
１
３

能
登
美
紀
子(

富
山)

６
０
９

横
山
義
雄(

石
川)

６
０
５

石
山
弘(

山
形)

６
０
４

森
元
道
代(

宮
崎)

６
０
０

２
０
１
８
年
度
栄
章
者

(

協
会
推
薦)

【
団
体
功
労
章
】

福
井
県
ボ
ウ
リ
ン
グ
連
盟

沖
縄
県
ボ
ウ
リ
ン
グ
連
盟

【
特
別
功
労
章
】

砂
古
口
信
夫
（
大
阪
）

【
功
績
章
】

石
本
美
来
（
学
生
連
合
）
、
佐

々
木
智
之
（
神
奈
川
）
、
和
田
翔

吾
（
和
歌
山
）
、
安
里
秀
策
（
和

歌
山
）
、
入
江
菜
々
美
（
岐
阜)



畑
秀
明
（
神
奈
川
）
、
原
口
優
馬

（
長
崎
）
、
羽
ヶ
﨑
匠
海
（
神
奈

川
）
、
髙
平
沙
也
斗
（
愛
知
）
、

林
元
輝
（
愛
知
）

２
０
１
８
年
度
栄
章
者

(

連
盟
推
薦)

【
功
労
章
】

田
中
長(

青
森)

桑
原
の
ぶ(

宮

城)

高
田
稔
（
福
島
）
、
河
内
眞

理
恵(

広
島)

平
井
正
美(

熊
本)

【
功
績
章
】

高
橋
智
子
（
宮
城
）
、
中
田
明

（
福
島
県
）
、
上
山
正
（
栃
木)



淺
川
啓
大
（
兵
庫
）

【
優
秀
会
員
章
】

下
山
多
三
蔵
（
青
森
）
、
村
上

邦
洋
（
宮
城
）
、
齊
藤
儀
一
（
福

島
）
、
宮
村
厚
徳
（
鳥
取
）
、
古

林
幸
一
（
岡
山
）
、
竪
本
俊
明

（
広
島
）
、
土
屋
徹
（
長
崎
）
、

吉
本
隆
夫
（
熊
本
）

哉
、
伊
藤
直
人
、
清
水
隼
斗
、
伊

藤
徳
明
、
関
陽
一

▽
石
川

普
和
紘
平
、
角
谷
竜
一

▽
静
岡

岸
山
漱

▽
学
連

大
矢
洋
志
、
大
野
樹

一
、
望
月
詠
介
、
菊
地
尚
美
、
小

野
雄
大

指
導
委
員
会

Ｊ
Ｂ
Ｃ
公
認
第
３
種
審
判
員
認

定
会
（
東
日
本
地
区
）
が
６
月
15

日
㈯
・
16
日
㈰
に
東
京
・
貸
教
室

･

貸
会
議
室
内
海
で
行
わ
れ
た
。

聴
講
者
や
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
公

認
指
導
者
資
格
の
更
新
義
務
研
修

と
し
て
の
受
講
者
を
含
め
51
名
が

参
加
し
、
47
名
が
第
３
種
審
判
員

資
格
取
得
の
試
験
に
合
格
し
た
。

【
合
格
者
】

▽
北
海
道

髙
橋
恵
美
子
、
石
井

め
ぐ
み
、
細
川
淳
一

▽
山
形

平
田
和
弘

▽
栃
木

新
井
審
護
、
荒
井
崇

聡
、
鈴
木
祐
亮
、
綱
川
美
香

▽
群
馬

宮
澤
拓
哉
、
宮
沢
隆
、

養
田
弘
之
、
近
藤
亮
二
、
中
村
悦

乃▽
埼
玉

真
下
直
美

▽
千
葉

平
野
明
子

▽
東
京

北
沢
千
津
子
、
近
藤

等
、
山
野
本
克
俊
、
山
下
佳
世

子
、
鈴
木
彪
雅
、
大
川
勝
幸

▽
山
梨

望
月
正
幸
、
望
月
和

世
、
渡
邊
孝
、
平
井
敬
雄

▽
長
野

小
池
利
明
、
両
角
英

樹
、
加
納
葵
、
片
倉
光
子
、
清
水

敏
信
、
関
口
匡
史
、
五
藤
実
穂
、

藤
田
圭
三
、
土
屋
賢
悟
、
柳
沢
直

ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム

ズ
は
概
ね
30
歳
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ

愛
好
者
が
誰
で
も
参
加
で
き
る
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
の
国
際
競
技
大
会

で
、
２
０
２
１
大
会
は
ア
ジ
ア
初

開
催
を
日
本
・
関
西
で
迎
え
る
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
は
徳
島
・
ス
エ
ヒ
ロ

ボ
ウ
ル
（
公
競
№
１
３
７
‐
０
１

７
）
、
ぽ
っ
ぷ
・
ジ
ョ
イ
石
井

（
公
競
№
１
３
７
‐
０
２
７
）
を

会
場
に
行
わ
れ
る
。

ア
ジ
ア
で
も
屈
指
の
強
さ
を
誇

る
日
本
の
シ
ニ
ア
ボ
ウ
ラ
ー
に
は

地
元
選
手
と
し
て
メ
ダ
ル
獲
得
も

期
待
さ
れ
て
い
る
。

第
52
回
全
日
本
シ
ニ
ア
選
手
権

大
会
の
会
場
で
２
０
２
１
年
に
開

催
さ
れ
る
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ

ゲ
ー
ム
ズ
２
０
２
１
関
西
の
大
会

Ｐ
Ｒ
が
行
わ
れ
た
。

も
と
開
催
さ
れ
る
。

（
公
財
）
ミ
ズ
ノ
ス
ポ
ー
ツ
振

興
財
団
よ
り
２
０
１
９
年
度
国
民

ス
ポ
ー
ツ
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
普
及

振
興
に
対
す
る
助
成
金
が
授
与
さ

れ
た
。

６
月
24
日
㈪
に
同
財
団
・
鶴
岡

秀
樹
専
務
理
事
が
来
協
さ
れ
、
助

成
金
目
録
の
贈
呈
を
受
け
た
。

第
52
回
全
日
本
シ
ニ
ア
選
手
権

大
会
と
第
10
回
東
日
本
・
西
日
本

シ
ニ
ア
選
手
権
大
会
が
同
助
成
の

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

Ｓ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ

Ｏ
ｌ

ｉ
ｍ
ｐ
ｉ
ｃ

Ｓ
ｑ
ｕ
ａ
ｒ
ｅ
内

に
移
転
す
る
こ
と
に
伴
い
定
款
の

変
更
を
諮
り
、
全
員
一
致
に
て
可

決
さ
れ
た
。

開
催
に
先
立
ち
、
第
74
回
国
民

体
育
大
会
（
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め

国
体
）
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技
が
行

わ
れ
る
茨
城
県
取
手
市
の
国
体
推

進
室
・
蛯
原
氏
よ
り
国
体
の
準
備

状
況
説
明
と
協
力
要
請
を
い
た
だ

い
た
。

の
事
業
報
告
書
、
収
支
決
算
報
告

書
を
審
議
し
、
全
員
一
致
で
可
決

さ
れ
た
。

７
月
１
日
よ
り
協
会
事
務
局
が

２
０
１
９
年
度
第
１
回
評
議
員

会
が
６
月
12
日
㈬
に
東
京
・
仏
教

伝
道
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

定
例
事
項
と
し
て
２
０
１
８
年
度

事
務
局
に
新
職
員

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

Ｊ
Ｂ
Ｃ
事
務
局
に
田
中
雄
也
職

員
が
入
職
し
ま
し
た
。
競
技
部
指

導
課
に
配
属
で
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

ダ
ー
方
式
で
、
１
位
通
過
の
選

手
は
優
勝
決
定
戦
へ
シ
ー
ド
さ

れ
る
。
２
位
選
手
と
３
位
選
手

に
よ
る
３
位
決
定
戦
（
１
ゲ
ー

ム
マ
ッ
チ
）
の
勝
者
が
、
１
位

選
手
と
優
勝
決
定
戦
で
対
決
、

優
勝
者
を
決
定
す
る
。

観
光
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

を
掛
け
合
わ
せ
て
、
ボ
ウ
リ
ン

グ
の
楽
し
み
方
を
追
求
、
提
案

し
て
い
る
こ
の
大
会
。
ベ
ス
ト

ド
レ
ッ
サ
ー
賞
や
オ
プ
シ
ョ
ナ

ル
ツ
ア
ー
が
参
加
理
由
の
上
位

に
も
挙
が
る
恒
例
イ
ベ
ン
ト
に

な
っ
て
い
る
。
来
年
は
栃
木
で

の
開
催
と
、
競
技
部
門
の
変
更

（
３
部
門
か
ら
２
部
門
へ
）
が

決
定
し
て
い
る
。

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
レ
デ
ィ
ス

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
は
年
代
別
３
部

門
に
分
か
れ
て
優
勝
を
争
う
女

性
が
対
象
の
大
会
。
ヤ
ン
グ
の

部
（
満
44
歳
以
下
）
、
ミ
ド
ル

の
部
（
満
45
～
59
歳
）
、
シ
ニ

ア
の
部
（
満
60
歳
以
上
）
で
個

人
戦
を
行
う
。

各
部
門
予
選
９
ゲ
ー
ム
を
行

い
上
位
15
名
が
セ
ミ
フ
ァ
イ
ナ

ル
に
進
出
。
さ
ら
に
３
ゲ
ー
ム

を
行
っ
て
、
合
計
12
ゲ
ー
ム
の

総
ス
コ
ア
に
よ
り
、
上
位
３
名

が
フ
ァ
イ
ナ
ル
に
進
出
す
る
。

フ
ァ
イ
ナ
ル
は
ス
テ
ッ
プ
ラ

会
長
）
、
尾
形
恵
（
同
副
会

長
）
、
鷹
野
進
（
同
理
事
長)



三
坂
眞
治
（
同
副
理
事
長
）

▽
富
山
県

平
井
清
（
連
盟
副

会
長
）
、
犬
島
宗
男
（
Ｊ
Ｂ
Ｃ

理
事
、
連
盟
理
事
長
）
、
小
倉

徳
二
（
連
盟
副
理
事
長
）
、
岩

井
親
孝
同
、
細
野
忠
同
、
藪
下

俊
幸
、
山
口
伸
一
、
境
明
、
久

郷
冬
野
、
安
田
幹
夫
、
士
反
治

久
、
北
嶋
重
雄
、
江
端
洋
一
、

清
水
剛
、
三
田
隆
代
、
山
本
直

美
、
片
井
彰
、
坪
島
文
男
、
吉

野
浩
司
、
八
幡
馨
、
角
井
不
二

子
、
金
子
紀
子
、
高
橋
田
稗

▽
山
口
県

森
永
耕
造
（
連
盟

理
事
長
）
、
石
髙
弘
子
、
田
村

一
、
中
司
冏
子
、
檜
垣
和
俊
、

鬼
村
雅
和
、
向
本
貴
志

▽
香
川
県

大
野
敬
太
郎
（
連

盟
会
長
）
、
青
木
稔
（
同
理
事

長
）
、
綾
野
孝
一
（
同
副
理
事

長
）
、
植
田
秀
信
同
、
中
西
正

典
同
、
木
村
富
美
子

▽
福
岡
県

吉
村
和
幸
（
連
盟

副
会
長
）
、
山
口
佳
秀
、
平
川

晃
、
中
野
厚
生
、
山
川
誠
、
松

岡
義
信

〈
順
不
同
・
敬
称
略
〉

【
特
別
法
人
会
員
】

▽
山
口
県

下
関
ロ
イ
ヤ
ル
ボ

ウ
ル
（
支
配
人
田
村
一
彦
）

【
特
別
個
人
会
員
】

▽
青
森
県

幸
林
周
逸
（
連
盟

会
長
）
、
佐
々
木
誠
二
（
同
副

会
長
）
、
古
川
一
司
（
同
理
事

長
）
、
鎌
田
修
三
（
同
副
理
事

長
）
、
山
本
治
男
同
、
鳥
谷
部

エ
イ
子
、
小
比
類
巻
正
昭

▽
千
葉
県

臼
井
日
出
男
（
Ｊ

Ｂ
Ｃ
顧
問
、
連
盟
名
誉
会
長)



黒
川
敏
一
（
連
盟
会
長
）
、
福

島
滋
（
同
副
会
長
）
、
大
須
賀

健
治
同
、
西
林
康
憲
（
Ｊ
Ｂ
Ｃ

理
事
、
連
盟
副
会
長
）
、
張
ヶ

谷
和
年
（
Ｊ
Ｂ
Ｃ
監
事
）
、
谷

澤
重
男
、
佐
藤
貴
夫
、
渡
辺

勇
、
伊
藤
保
雄
、
小
澤
常
男
、

赤
坂
一
夫
、
赤
岡
政
之
、
圓
城

寺
誠
、
土
屋
晴
仁
、
朝
生
旭

▽
東
京

髙
橋
尚
代
（
Ｊ
Ｂ
Ｃ

理
事
）
、
富
山
幸
美
（
Ｊ
Ｂ
Ｃ

評
議
員
）
、
飯
島
祥
行
（
Ｊ
Ｂ

Ｃ
評
議
員
）
、
齋
藤
良
太
郎

（
Ｊ
Ｂ
Ｃ
専
務
理
事
・
事
務
局

長
）
丸
尾
豊
、
野
中
秀
和
、
坂

本
り
つ
子
、
阿
部
信
隆

▽
山
梨
県

河
野
隆
昭
（
連
盟

２
０
１
９
年
６
月
１
日
以
降
登
録
者


７月＆８月

菊川選手が宣誓菊川選手が宣誓

愛媛県連盟戒能会長愛媛県連盟戒能会長

ミ
ズ
ノ
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
が

シ
ニ
ア
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
助
成

ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ

２
０
２
１
関
西

全
日
本
シ
ニ
ア
選
手
権
で
Ｐ
Ｒ

２
０
１
９
年
度
第
１
回
評
議
員
会
開
催

鶴岡専務理事(左)より目録が

ブースで大会を紹介ブースで大会を紹介

茨
城
国
体
の
準
備
状
況
を
説
明

第
32
回
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
レ
デ
ィ
ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
６
月
７
日
㈮
か
ら
９
日
㈰
に
か
け
て
愛
媛

・
キ
ス
ケ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
（
公
競
№
１
３
８
‐
０
３
２
）
で
開
催
さ
れ
た
。

ヤ
ン
グ
の
部
で
は
鈴
木
波
流
（
静
岡
）
が
フ
ァ
イ
ナ
ル
で
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
先
輩
を
抑
え
て

初
優
勝
。
ミ
ド
ル
の
部
で
は
ト
ッ
プ
シ
ー
ド
を
獲
得
し
た
桐
生
由
紀
子
（
愛
知
）
が
フ
ァ
イ
ナ
ル
で

競
り
勝
ち
初
制
覇
し
た
。
シ
ニ
ア
の
部
は
優
勝
経
験
者
同
士
の
対
決
を
柳
川
穂
波
（
三
重
）
が
制

し
、
３
年
ぶ
り
２
度
目
の
優
勝
と
な
っ
た
。

第５６９号 （第三種郵便物認可） （2）２０１９年７月１０日

32th

柳
川
は
余
裕
で
ト
ッ
プ
シ
ー
ド
を

獲
得
。
２
位
と
３
位
の
枠
は
大
接

戦
の
結
果
、
吉
川
と
中
が
も
ぎ
と

っ
た
。

シ
ニ
ア
国
際
大
会
の
日
本
代
表

と
し
て
活
躍
す
る
３
名
が
フ
ァ
イ

ナ
ル
に
進
出
。
ま
ず
は
吉
川
と
中

が
対
戦
し
た
。
吉
川
が
３
フ
レ
ー

ム
目
か
ら
の
タ
ー
キ
ー
で
２
マ
ー

ク
リ
ー
ド
す
る
と
、
中
も
後
半
ダ

ブ
ル
を
決
め
て
追
い
か
け
る
。
し

か
し
吉
川
は
終
盤
を
ノ
ー
ミ
ス
に

ま
と
め
て
逃
げ
切
っ
た
。

優
勝
決
定
戦
、
吉
川
は
一
転
し

て
ス
ト
ラ
イ
ク
が
つ
な
が
ら
ず
。

柳
川
も
前
半
は
ス
ペ
ア
で
我
慢
の

展
開
だ
っ
た
が
、
６
フ
レ
ー
ム
目

か
ら
タ
ー
キ
ー
で
リ
ー
ド
を
広
げ

た
。
歴
代
優
勝
者
同
士
の
対
決
は

柳
川
の
勝
利
。
３
年
ぶ
り
の
優
勝

と
な
っ
た
。

シ
ニ
ア
の
部

シ
ニ
ア
の
部

優
勝
決
定
戦
、

髙
木
は
４
・
５
フ

レ
ー
ム
目
で
ダ
ブ

ル
を
決
め
る
と
、

追
う
よ
う
に
桐
生

も
５
・
６
フ
レ
ー
ム
目
で
ダ
ブ

ル
。
７
フ
レ
ー
ム
目
で
ス
プ
リ
ッ

ト
の
ピ
ン
チ
を
し
の
い
だ
高
木
だ

っ
た
が
、
直
後
に
オ
ー
プ
ン
を
喫

し
２
マ
ー
ク
の
後
れ
を
と
っ
て
し

ま
う
。
桐
生
は
後
半
を
ノ
ー
ミ
ス

に
ま
と
め
て
１
９
１
と
し
初
優
勝

を
果
た
し
た
。

シ
ニ
ア
の
部

柳
川
穂
波
（
三
重
）
が
６
６

６
、
吉
川
朋
子
（
三
重
）
が
６
４

８
と
歴
代
優
勝
者
が
好
ス
タ
ー
ト

を
切
っ
た
が
、
２
回
戦
で
は
ス
コ

ア
が
伸
び
ず
。
６
０
５
に
ま
と
め

た
中
ヒ
ロ
子
（
福
井
）
が
逆
転
し

た
。
柳
川
は
３
回
戦
で
５
９
７
と

し
再
び
首
位
に
。
６
４
７
と
打
ち

上
げ
た
津
崎
ひ
ろ
み
（
熊
本
）
が

８
ピ
ン
差
の
２
位
に
つ
け
た
。

セ
ミ
フ
ァ
イ
ナ
ル
も
５
８
８
の

ミ
ド
ル
の
部

ミ
ド
ル
の
部

フ
レ
ー
ム
目
に
鈴

木
は
ス
プ
リ
ッ

ト
、
泉
宗
は
ス
ト

ラ
イ
ク
を
決
め
て

逆
転
の
可
能
性
が

見
え
た
が
ダ
ブ
ル

に
つ
な
げ
ら
れ

ず
。
鈴
木
は
ス
ト

ラ
イ
ク
と
ス
ペ
ア

で
締
め
く
く
っ
て

勝
利
し
た
。

ミ
ド
ル
の
部

太
田
香
織
（
愛
媛
）
の
５
８
６

を
ト
ッ
プ
に
接
戦
模
様
で
ス
タ
ー

ト
し
た
ミ
ド
ル
の
部
。
２
回
戦
で

は
６
０
８
を
打
っ
た
森
野
華
世

（
東
京
）
が
首
位
に
立
ち
、
太
田

は
22
ピ
ン
差
の
２
位
に
つ
け
た
。

３
回
戦
で
は
桐
生
由
紀
子
（
愛

知
）
が
６
４
７
を
マ
ー
ク
し
て
１

位
通
過
を
決
め
た
。
門
田
裕
美

（
広
島
）
と
高
木
則
子
（
福
井
）

が
６
マ
ー
ク
差
で
２
・
３
位
に
続

い
た
。

桐
生
は
セ
ミ
フ
ァ
イ
ナ
ル
で
苦

戦
し
つ
つ
も
首
位
を
キ
ー
プ
。
５

７
４
に
ま
と
め
て
２
位
の
太
田
に

続
き
、
高
木
も
３
位
で
通
過
を
果

た
し
た
。

両
者
オ
ー
プ
ン
で
波
乱
の
ス
タ

ー
ト
も
、
髙
木
は
す
ぐ
ダ
ブ
ル
で

立
て
直
し
た
。
な
か
な
か
ス
ト
ラ

イ
ク
に
な
ら
な
い
ゲ
ー
ム
運
び
が

続
い
た
両
者
。
点
差
も
ほ
ぼ
変
わ

ら
な
い
ま
ま
、
髙
木
が
勝
ち
上
が

り
を
決
め
た
。

ヤ
ン
グ
の
部

ヤ
ン
グ
の
部

ヤ
ン
グ
の
部

１
回
戦
は
小
林
茜
（
徳
島
）
が

６
８
９
の
高
ス
コ
ア
で
ト
ッ
プ
。

泉
宗
心
音
（
愛
媛
）
と
堀
田
恵
子

（
三
重
）
が
６
５
０
台
を
マ
ー
ク

し
て
続
い
た
。
泉
宗
は
２
回
戦
も

６
２
７
に
ま
と
め
て
首
位
に
立
っ

た
が
、
鈴
木
波
流
（
静
岡
）
が
６

８
１
と
し
10
ピ
ン
差
の
２
位
に
つ

け
た
。
３
回
戦
で
は
さ
ら
に
差
が

つ
ま
り
、
１
位
の
泉
宗
に
２
位
鈴

木
は
６
ピ
ン
差
、
３
位
の
梶
田
ひ

か
る
（
三
重
）
は
鈴
木
と
24
ピ
ン

差
と
な
っ
た
。

セ
ミ
フ
ァ
イ
ナ
ル
で
は
鈴
木
が

６
９
４
と
打
ち
上
げ
て
ト
ッ
プ
シ

ー
ド
を
獲
得
。
泉
宗
は
２
位
に
留

ま
り
、
フ
ァ
イ
ナ
ル
進
出
の
最
後

の
一
枠
は
梶
田
が
死
守
し
た
。

ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
主
力
を

張
る
泉
宗
と
梶
田
に
よ
る
３
位
決

定
戦
。
前
半
２
度
の
オ
ー
プ
ン
で

苦
し
い
梶
田
に
対
し
、
先
に
ダ
ブ

ル
も
決
め
て
優
位
に
立
っ
た
泉
宗

は
、
後
半
も
ス
ト
ラ
イ
ク
を
つ
な

げ
て
２
２
６
で
快
勝
し
た
。

優
勝
決
定
戦
で
待
つ
の
は
今
年

ユ
ー
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
に
選

ば
れ
た
ば
か
り
の
鈴
木
。
堅
く
９

本
ス
ペ
ア
を
マ
ー
ク
し
続
け
る
と

中
盤
に
ダ
ブ
ル
も
決
め
て
、
２
度

ス
プ
リ
ッ
ト
で
オ
ー
プ
ン
し
た
泉

宗
に
２
マ
ー
ク
差
を
つ
け
た
。
９

ヤングの部ヤングの部

ミドルの部ミドルの部

シニアの部シニアの部

Ｈ／Ｇ(左から)堀田桐生吉川Ｈ／Ｇ(左から)堀田桐生吉川
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前回大会の優勝者は参加費が免除のこの大会。今
年の各部門優勝者も来年栃木で開催される大会では
参加費（施設使用料）が免除される。
そして優勝者には㈱サンブリッジよりボウリング
ボールが副賞として贈呈された。優勝から３位の選
手にはミィーフコーポレーションよりオリジナルボ
ウリングウェアが贈呈された。
大会最終日には参加全選手を対象とした「お楽し
み抽選会」も。一昨年に ３０ 回大会を記念して実施
してから恒例イベントにと期待が高まり３回目を迎
えた。賞品はご当地ギフトチケット（京王観光㈱）、
京のおしろい落とし化粧品セット（ファイテン㈱）、
ポロシャツ（㈱サンブリッジ）、ボールクリーナー、
巾着（ミィーフコーポレーション）、みきゃんの刺繍
いりペットボトルケース（愛媛県ボウリング連盟）、
今治タオル＆温泉入浴剤セット（キスケＫＩＴ）に、
大会オリジナルグッズ（ＪＢＣ）という豊富なライ
ンナップで、選手はくじ引きの結果に一喜一憂しな
がら盛り上がった。
（順不同敬称略）

人気の恒例行事となっているオプショナルツアーには
約 ７０ 名が参加。６月８日㈯の競技後にバスで出発し、
まずは南予地方にある内子町へ。古くから四国交通の要
所で、風情のある白壁の建物が並ぶ。工芸品のお店や甘
味処巡りを楽しんだ。
続いては松山城へ。城内は

敵の急襲に備える仕掛けが豊
富。急な階段や狭い通路を抜
けてたどりついた天守閣から
は松山市街と瀬戸内海の島な
みを一望できる。都市伝説に
もなった「みかんジュースの
出る蛇口」にも行列ができた。
ラストを飾る夕食会では鯛

めしやじゃこ天といった郷土
食と海の幸を堪能。愛媛県連
盟よりお土産もプレゼントさ
れた。

入賞者も参加者も

オプショナ
ルツアーで
内子町と松山城へ

ベストドレッサ
ー賞

プレゼント 盛りだくさん

▲ ▲ �クライマックスは「運試し」
抽選会

▲背中にも個性が

▲ �（左から）酒井選手、
　高畑選手、寺口選手

▲天守閣の眺めは最高

▲風情を感じながら散策

ユニフォームの美しさを競うベストドレッサー賞。今
年もファッション意識の高さがうかがえる力作が続出
し、多くの候補の中から３名の受賞者が決定した。
酒井愛選手（愛知県）…赤いポロシャツの胸元には「あい
ちゃん」と記した女の子のイラストと、ＪＢＣワッペン
を彩るようにちりばめられたピンクのハートが。背中の
ネームデザインにも工夫が見られるシャツはお父さんの
手作りとのこと。黒地にドット柄のボトムスがコーディ
ネートを程よく引き締めている。
高畑由佳選手（香川）…黒とビビッドなピンクの組み合わ
せは今大会中も多くの選手が採り入れていたが、プリー
ツスカートや背中のネームデザインに個性が表れていた
ことが決め手に。受賞を知らせると「この賞が欲しくて
出場しました！」と感激の第一声だった。
寺口エミ子選手（北海道）…優勝経験もある大会常連の
寺口選手。今大会中も北海道の仲間とおそろいのユニ
フォームで試合を楽しんだ。受賞したのはバラの花柄に
輝くスパンコールが全体的にちりばめられた煌めくウェ
ア。黒を効果的に配置して、大人な印象が際立っていた。
３名には大会のエンブレムが刻印された記念のグラス

が贈呈された。

受賞が目標の力作も
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儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

は
澤
田
英
子
（
三
重
）
が
１
ゲ
ー

ム
目
に
２
７
９
を
マ
ー
ク
。
馬
場

も
２
３
４
と
し
た
が
、
２
ゲ
ー
ム

目
で
ス
コ
ア
を
落
と
し
て
首
位
を

譲
っ
て
し
ま
う
。
２
０
５
で
締
め

く
く
っ
た
澤
田
が
優
勝
を
決
め

た
。

久
慈
順
子
（
岩
手
）
を
片
倉
光
子

（
長
野
）
が
８
ピ
ン
差
で
追
う
展

開
。
ト
ッ
プ
と
87
ピ
ン
差
の
８
位

で
折
り
返
し
た
鳥
谷
部
エ
イ
子

（
青
森
）
は
後
半
６
４
１
と
し
、

ス
コ
ア
の
伸
び
な
か
っ
た
上
位
を

抜
き
去
っ
た
。

▽
選
手
権
者
決
定
戦

２
人
チ
ー

ム
戦
優
勝
の
馬
場
初
美
（
大
分
）

が
ア
ベ
レ
ー
ジ
を
２
０
０
に
乗
せ

て
ト
ッ
プ
通
過
し
た
。
決
定
戦
で

半
１
２
１
２
と
打
ち
上
げ
て
逆
転

優
勝
し
た
。

▽
個
人
戦

前
半
は
６
７
８
を
マ
ー
ク
し
た

女
子
ハ
イ
シ
ニ
ア
の
部

女
子
ハ
イ
シ
ニ
ア
の
部

23
ピ
ン
上
回
っ
て
優
勝
し
た
。

▽
選
手
権
者
決
定
戦

個
人
戦
を

制
し
た
吉
永
は
12
ゲ
ー
ム
を
終
え

て
２
７
８
３
。
38
ピ
ン
を
追
う
位

の
浅
田
俊
夫
（
千
葉
）
は
、
決
定

戦
の
１
ゲ
ー
ム
目
２
７
２
で
逆
転

し
た
。
２
ゲ
ー
ム
目
も
２
５
２
の

浅
田
は
39
ピ
ン
リ
ー
ド
し
て
最
終

ゲ
ー
ム
へ
。
す
る
と
吉
永
も
最
後

に
２
４
７
と
打
ち
上
げ
た
。
浅
田

は
２
０
９
、
わ
ず
か
１
ピ
ン
差
で

浅
田
の
優
勝
と
な
っ
た
。
浅
田
と

吉
永
は
大
会
記
録
を
更
新
し
た
。

女
子
ハ
イ
シ
ニ
ア
の
部

▽
２
人
チ
ー
ム
戦

前
半
は
宮
城

Ａ
（
西
尾
・
澤
田
）
の
１
１
３
５

を
ト
ッ
プ
に
３
位
ま
で
３
ピ
ン
差

と
い
う
接
戦
。
６
位
に
つ
け
て
い

た
大
分
Ａ
（
馬
場
・
安
東
）
は
後

男
子
ハ
イ
シ
ニ
ア
の
部

男
子
ハ
イ
シ
ニ
ア
の
部

男
子
ハ
イ
シ
ニ
ア
の
部

▽
２
人
チ
ー
ム
戦

大
阪
（
松
井

・
吉
田
）
は
前
半
２
人
そ
ろ
っ
て

７
０
０
Ｕ
Ｐ
し
た
。
１
４
３
６
で

折
り
返
し
、
２
位
と
は
１
２
７
ピ

ン
の
大
差
。
後
半
は
徳
島
Ａ
（
神

下
・
平
井
）
が
追
い
上
げ
る
も
逃

げ
切
り
優
勝
。
大
会
記
録
を
81
ピ

ン
も
上
回
っ
た
。

▽
個
人
戦

仲
摩
秀
康
（
三
重
）

が
１
ゲ
ー
ム
目
に
パ
ー
フ
ェ
ク

ト
。
前
半
７
４
２
と
し
ト
ッ
プ
に

立
っ
た
。
２
位
の
吉
永
哲
哉
（
東

京
）
は
４
ピ
ン
差
に
つ
け
る
と
、

後
半
も
７
２
８
と
し
大
会
記
録
を

女
子
マ
ス
タ
ー
ズ
シ
ニ
ア
の
部

女
子
マ
ス
タ
ー
ズ
シ
ニ
ア
の
部

女
子
マ
ス
タ
ー
ズ
シ
ニ
ア
の
部

女
子
マ
ス
タ
ー
ズ
シ
ニ
ア
の
部

ピ
ン
差
で
続
き
、
優
勝
経
験
者
の

高
橋
賢
二
（
神
奈
川
）
も
戸
田
と

12
ピ
ン
差
ま
で
追
い
上
げ
て
き

た
。決

定
戦
に
入
っ
て
１
ゲ
ー
ム

目
、
平
川
と
戸
田
が
同
点
に
。
２

ゲ
ー
ム
目
で
戸
田
は
平
川
を
抜
い

た
が
、
最
終
ゲ
ー
ム
で
は
平
川
が

２
０
８
を
マ
ー
ク
し
て
再
逆
転
し

優
勝
。
こ
れ
で
平
川
は
シ
ニ
ア
、

ハ
イ
シ
ニ
ア
、
マ
ス
タ
ー
ズ
シ
ニ

ア
の
３
冠
達
成
を
果
た
し
た
。

女
子
マ
ス
タ
ー
ズ
シ
ニ
ア
の
部

１
回
戦
は
奥
村
鈴
子
（
京
都
）

が
５
４
２
で
ト
ッ
プ
。
10
ピ
ン
差

で
３
位
の
福
原
秀
子
（
京
都
）
は

２
回
戦
で
５
９
３
を
マ
ー
ク
し
て

首
位
に
立
っ
た
。
有
田
綾
子
（
愛

媛
）
は
18
ピ
ン
差
の
２
位
に
つ
け

る
と
、
３
回
戦
は
５
４
４
。
ト
ー

タ
ル
１
６
５
１
と
し
１
位
で
決
勝

進
出
を
決
め
た
。

21
ピ
ン
リ
ー
ド
で
迎
え
た
決
勝

戦
、
有
田
は
１
ゲ
ー
ム
目
の
１
９

３
で
差
を
広
げ
る
と
、
残
る
２
ゲ

ー
ム
も
ス
コ
ア
を
ま
と
め
て
逃
げ

切
っ
た
。

女
子
シ
ニ
ア
の
部

女
子
シ
ニ
ア
の
部

男
子
マ
ス
タ
ー
ズ
シ
ニ
ア
の
部

男
子
マ
ス
タ
ー
ズ
シ
ニ
ア
の
部

男
子
マ
ス
タ
ー
ズ
シ
ニ
ア
の
部

男
子
マ
ス
タ
ー
ズ
シ
ニ
ア
の
部

逃
げ
切
り
。
選
手
権
者
Ｖ
２
を
果

た
し
た
。

女
子
シ
ニ
ア
の
部

▽
２
人
チ
ー
ム
戦

三
重
Ａ
（
山

本
・
柳
川
）
が
前
半
１
３
０
３
。

２
位
の
岡
山
Ｂ
（
西
山
・
仁
科
）

に
60
ピ
ン
差
を
つ
け
た
。
後
半
は

１
ゲ
ー
ム
目
に
岡
山
Ｂ
が
逆
転
す

る
も
、
残
る
２
ゲ
ー
ム
を
４
０
０

Ｕ
Ｐ
に
ま
と
め
た
三
重
が
再
び
上

回
っ
て
優
勝
を
遂
げ
た
。

▽
個
人
戦

前
半
は
６
９
９
の
林

田
尚
恵
（
島
根
）
を
太
田
千
恵

（
神
奈
川
）
が
10
ピ
ン
差
、
松
村

佳
美
（
和
歌
山
）
が
13
ピ
ン
差
で

追
っ
た
。
後
半
は
太
田
が
２
・
３

ゲ
ー
ム
目
で
２
３
０
台
を
連
発
し

て
他
を
引
き
離
し
優
勝
を
奪
っ

た
。

▽
選
手
権
者
決
定
戦

12
ゲ
ー
ム

終
了
時
点
で
柳
川
が
２
６
０
８
、

駒
場
よ
し
子
（
東
京
）
が
２
５
９

５
と
し
リ
ー
ド
し
た
。
駒
場
と
54

ピ
ン
差
の
３
位
で
通
過
し
た
太
田

は
決
定
戦
で
２
３
３
・
２
２
３
と

好
投
、
最
終
ゲ
ー
ム
を
前
に
ト
ッ

プ
に
立
っ
た
。
柳
川
も
２
２
１
を

打
っ
て
き
た
が
、
太
田
は
２
３
７

で
締
め
く
く
っ
て
優
勝
を
決
め
る

と
、
大
会
記
録
を
10
ピ
ン
上
回
っ

て
見
せ
た
。

男
子
マ
ス
タ
ー
ズ
シ
ニ
ア
の
部

予
選
１
回
戦
は
林
原
護
（
広

島
）
の
６
１
９
を
筆
頭
に
３
名
が

６
０
０
Ｕ
Ｐ
。
平
川
晃
（
福
岡
）

は
２
回
戦
で
６
７
８
と
し
、
ト
ー

タ
ル
１
２
６
０
ま
で
ス
コ
ア
を
伸

ば
し
た
。
３
回
戦
で
平
川
は
５
９

１
。
ト
ッ
プ
を
守
っ
た
が
、
こ
こ

ま
で
３
シ
リ
ー
ズ
す
べ
て
６
０
０

Ｕ
Ｐ
の
戸
田
征
宏
（
兵
庫
）
が
２

男
子
シ
ニ
ア
の
部

男
子
シ
ニ
ア
の
部

男
子
シ
ニ
ア
の
部

▽
２
人
チ
ー
ム
戦

愛
知
Ｉ
（
鷹

羽
・
薮
下
）
は
鷹
羽
の
パ
ー
フ
ェ

ク
ト
を
含
む
１
４
３
０
で
前
半
ト

ッ
プ
。
60
ピ
ン
差
を
つ
け
ら
れ
た

２
位
の
広
島
Ｂ
（
矢
野
・
鉾
﨑
）

は
後
半
１
４
０
２
を
マ
ー
ク
。
逆

転
で
優
勝
を
果
た
し
た
。

▽
個
人
戦

後
藤
努
（
神
奈
川
）

が
前
半
、
２
９
８
と
３
０
０
を
打

つ
好
投
。
こ
れ
に
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ

ッ
プ
も
加
わ
り
、
前
半
は
８
０
９

を
記
録
し
た
。
し
か
し
後
半
は
ま

さ
か
の
展
開
で
順
位
を
落
と
し
て

し
ま
う
。
３
位
で
折
り
返
し
た
鳥

本
隆
義
（
東
京
）
は
７
１
５
を
打

つ
と
、
65
ピ
ン
差
を
返
上
し
て
優

勝
を
決
め
た
。

▽
選
手
権
者
決
定
戦

こ
こ
ま
で

２
種
目
と
も
準
優
勝
の
吉
本
隆
夫

（
熊
本
）
が
ト
ッ
プ
通
過
し
た
。

２
位
の
鳥
本
と
は
77
ピ
ン
差
を
つ

け
て
い
た
が
、
決
定
戦
で
も
安
定

し
た
試
合
運
び
で
リ
ー
ド
を
広
げ

た
。
最
終
ゲ
ー
ム
で
長
島
則
夫

（
大
阪
）
が
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
を
達

成
す
る
も
、
62
ピ
ン
差
で
余
裕
の

（
広
島
）
、
有
田
忠

義
（
山
口
）
、
守
田

順
子
（
愛
媛
）

▽
10
回
出
場

剣
持
京
子
（
群

馬
）
、
大
西
守
（
千

葉
）
、
村
上
武
男

（
神
奈
川
）
、
菊
地

馨
（
神
奈
川
）
、
西

野
武
（
富
山
）
、
東

秀
雄
（
石
川
）
、
倉

田
静
男
（
石
川
）
、

久
本
安
子
（
石
川)



村
上
幸
一
（
福
井)



中
ヒ
ロ
子
（
福
井)



五
島
利
夫
（
愛
知)



戎
直
和
（
愛
知
）
、

則
武
紀
子
（
愛
知)



鈴
木
隆
博
（
三
重)



柳
川
穂
波
（
三
重)



山
田
正
裕
（
岐
阜)



渡
辺
祐
博
（
京
都)



篠
田
ひ
ろ
み
（
京

都
）
、
戸
田
征
宏

（
兵
庫
）
、
野
田
康
子
（
和
歌

山
）
、
浜
辺
津
那
子
（
島
根
）
、

鈴
木
百
合
子
（
岡
山
）
、
平
田
千

鶴
子
（
岡
山
）
、
高
橋
忠
夫
（
広

島
）
、
加
藤
め
ぐ
み
（
広
島
）
、

栗
田
旬
子
（
愛
媛
）
、
國
友
俊
康

（
福
岡
）
、
広
瀬
芳
彦
（
熊
本
）

播
本
雄
輔
（
京
都
）
、
加
藤
正

（
大
阪
）
、
石
井
千
代
見
（
大

阪
）
、
松
原
暉
（
兵
庫
）
、
藪
内

賢
一
（
兵
庫
）
、
鴫
田
裕
子
（
兵

庫
）
、
山
中
俊
明
（
奈
良
）
、
加

藤
幸
雄
（
鳥
取
）
、
古
林
幸
一

（
岡
山
）
、
沖
毅
（
広
島
）
、
藤

田
嘉
敏
（
広
島
）
、
竹
本
佐
知
子

也
（
奈
良
）

▽
20
回
出
場

寺
村
眞
代
（
大
阪
）

▽
15
回
出
場

小
野
英
男
（
群
馬
）
、
内
山
ト

シ
子
（
東
京
）
、
鈴
木
千
恵
彦

（
愛
知
）
、
大
森
八
重
子
（
愛

知
）
、
濱
元
小
夜
子
（
愛
知
）
、

最
高
年
齢
者
表
彰

今
年
は
91
歳

今
大
会
出
場
者
の
中
で
最
高
年

齢
の
選
手
は
、
男
子
が
麻
田
倍
男

選
手
（
奈
良
）
、
女
子
は
外
村
み

よ
選
手
（
北
海
道
）
で
、
と
も
に

91
歳
。
両
選
手
は
前
回
大
会
に
続

い
て
、
最
高
年
齢
者
と
し
て
表
彰

さ
れ
た
。出

場
回
数
表
彰

通
算
10
回
以
上
出
場
し
た
選
手

を
５
回
の
節
目
ご
と
に
表
彰
。
今

年
度
は
49
名
が
対
象
と
な
り
、
表

彰
状
と
記
念
の
ワ
ッ
ペ
ン
（
15
回

以
上
達
成
者
）
が
贈
ら
れ
た
。

▽
25
回
出
場

前
田
英
政
（
兵
庫
）
、
友
廣
徹

６
月
21
日
㈮
12
時
20
分
か
ら
開

会
式
を
開
催
。
稲
沢
市
の
加
藤
錠

司
郎
市
長
が
公
務
の
合
間
を
縫
っ

て
駆
け
つ
け
ら
れ
、
選
手
に
激
励

を
贈
ら
れ
た
。
冒
頭
、
前
回
大
会

の
選
手
権
者
６
名
が
優
勝
杯
を
手

に
入
場
し
、
返
還
の
セ
レ
モ
ニ
ー

が
行
わ
れ
て
開
幕
の
準
備
が
整
っ

た
。北

川
薫
協
会
会
長
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
佐
藤
直
亮
常
務
理
事
が
代
読

し
、
東
海
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
協
会
の

黒
川
賢
蔵
会
長
よ
り
祝
辞
を
い
た

だ
い
た
。

競
技
規
程
説
明
・
認
証
報
告
と

審
判
団
の
紹
介
に
続
き
、
愛
知
県

代
表
の
吉
田
豊
選
手
が
選
手
宣
誓

し
た
。 第

52
回
全
日
本
シ
ニ
ア
選
手
権
大
会
が
６
月
21
日
㈮
か
ら
23
日
㈰
に
か
け
て
、
愛
知
・
稲
沢
グ
ラ
ン

ド
ボ
ウ
ル
（
公
競
№
１
２
２
‐
０
６
４
）
で
開
催
さ
れ
た
。
全
国
か
ら
７
０
５
名
の
シ
ニ
ア
ボ
ウ
ラ
ー

が
集
ま
り
、
６
部
門
14
種
目
の
優
勝
を
争
っ
た
。

男
子
シ
ニ
ア
は
吉
本
隆
夫
（
熊
本
）
が
選
手
権
者
決
定
戦
で
２
連
覇
。
女
子
シ
ニ
ア
で
は
太
田
千
恵

（
神
奈
川
）
が
大
会
新
記
録
で
優
勝
し
た
。

男
子
ハ
イ
シ
ニ
ア
で
は
全
３
種
目
で
大
会
記
録
が
塗
り
替
え
ら
れ
、
浅
田
俊
夫
（
千
葉
）
が
選
手
権

者
に
。
女
子
ハ
イ
シ
ニ
ア
の
澤
田
英
子
（
三
重
）
と
女
子
マ
ス
タ
ー
ズ
シ
ニ
ア
の
有
田
綾
子
（
愛
媛
）

は
初
優
勝
を
果
た
し
た
。

男
子
マ
ス
タ
ー
ズ
シ
ニ
ア
優
勝
の
平
川
晃
（
福
岡
）
は
、
シ
ニ
ア
・
ハ
イ
シ
ニ
ア
時
代
の
選
手
権
者

決
定
戦
優
勝
と
合
わ
せ
て
３
部
門
制
覇
と
な
っ
た
。
ま
た
６
名
も
の
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
達
成
者
が
誕
生
す

る
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
大
会
と
な
っ
た
。

球
し
、
合
計
ス
コ
ア
で
優
勝
者

を
決
定
す
る
。

こ
の
大
会
は
（
公
財
）
ミ
ズ

ノ
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
の
助
成

を
得
て
開
催
し
て
い
ま
す
。 儰

儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

行
う
。
シ
ニ
ア
と
ハ
イ
シ
ニ
ア

は
２
人
チ
ー
ム
戦
（
６
ゲ
ー

ム
）
、
個
人
戦
（
６
ゲ
ー
ム
）

を
行
い
、
２
種
目
の
個
人
成
績

上
位
者
が
選
手
権
者
決
定
戦
に

進
出
。
さ
ら
に
３
ゲ
ー
ム
を
投

球
し
て
、
合
計
15
ゲ
ー
ム
の
総

得
点
で
選
手
権
者
の
座
を
争

う
。マ

ス
タ
ー
ズ
シ
ニ
ア
は
個
人

戦
で
、
予
選
は
９
ゲ
ー
ム
を
投

球
し
、
さ
ら
に
３
ゲ
ー
ム
を
投

50
歳
以
上
の
選
手
を
対
象
と

す
る
全
日
本
シ
ニ
ア
選
手
権
大

会
は
、
例
年
７
０
０
名
を
超
え

る
参
加
者
が
集
ま
る
人
気
の
大

会
。
シ
ニ
ア
（
50
歳
以
上
）
、

ハ
イ
シ
ニ
ア
（
65
歳
以
上
）
、

マ
ス
タ
ー
ズ
シ
ニ
ア
（
75
歳
以

上
）
の
３
年
代
、
全
て
男
女
別

の
６
部
門
に
分
か
れ
て
競
技
を

最高年齢者 外村選手（左）
と麻田選手

25回出場の前田選手

稲
沢
市

加
藤
市
長

東
海
場
協
会

黒
川
会
長

佐
藤
常
務
理
事

選手役は吉田選手選手役は吉田選手

女子シニア２人チーム戦男子シニア２人チーム戦

女子ハイシニア２人チーム戦男子ハイシニア２人チーム戦

男子シニア選手権者決定戦男子ハイシニア選手権者決定戦

女子シニア個人戦女子シニア選手権者決定戦女子ハイシニア選手権者決定戦

男子シニア個人戦

男子ハイシニア個人戦 女子ハイシニア個人戦
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儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

大
会
初
日
の
５
月
31
日
㈮
16
時

10
分
か
ら
開
会
式
が
執
り
行
わ
れ

た
。
前
回
大
会
優
勝
の
日
本
精
工

藤
沢
（
神
奈
川
）
が
優
勝
杯
を
返

還
し
、
北
川
薫
協
会
会
長
が
出
場

す
る
実
業
団
チ
ー
ム
へ
激
励
を
贈

っ
た
。
競
技
規
程
説
明
・
認
証
報

告
と
審
判
団
の
紹
介
に
続
き
、
大

阪
府
代
表
・
大
阪
市
役
所
の
中
林

大
輔
選
手
が
力
強
く
選
手
宣
誓
し

て
３
日
間
の
競
技
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。

超
の
差
を
つ
け
た
上
位
２
チ
ー
ム

だ
っ
た
が
、
決
勝
１
ゲ
ー
ム
目
で

そ
ろ
っ
て
ロ
ー
ゲ
ー
ム
を
喫
し

た
。
四
国
労
働
金
庫
は
２
ゲ
ー
ム

目
に
７
２
３
を
打
ち
上
げ
て
ピ
ン

チ
を
脱
出
し
、
最
後
も
６
３
６
に

ま
と
め
て
逃
げ
切
っ
た
。

Ｃ
部
門

デ
ン
ソ
ー
Ａ
（
愛
知
）
が
１
回

戦
の
２
ゲ
ー
ム
目
に
８
０
７
。
こ

れ
を
活
か
し
て
３
ゲ
ー
ム
２
０
８

４
と
し
首
位
発
進
し
た
。
２
位
の

日
新
電
機
Ａ
（
京
都
）
も
９
ピ
ン

差
で
続
い
た
。
２
回
戦
は
１
８
４

３
に
留
ま
っ
た
デ
ン
ソ
ー
Ａ
だ
っ

た
が
１
位
は
キ
ー
プ
。
三
菱
電
機

紅
菱
会
Ａ
（
兵
庫
）
が
３
ピ
ン
差

ま
で
迫
っ
て
き
た
。
す
る
と
３
回

戦
で
は
日
新
電
機
Ａ
が
ト
ッ
プ
を

奪
っ
た
。
２
位
に
は
24
ピ
ン
差
で

三
菱
電
機
紅
菱
会
Ａ
。
デ
ン
ソ
ー

Ａ
は
３
位
に
つ
け
た
が
88
ピ
ン
差

を
つ
け
ら
れ
た
。

決
勝
戦
で
は
優
勝
争
い
が
2
チ

ー
ム
に
絞
ら
れ
、
桑
名
市
役
所
Ａ

が
55
ピ
ン
差
ま
で
迫
っ
て
最
終
ゲ

ー
ム
へ
。
こ
こ
で
札
幌
市
役
所
Ａ

は
６
９
３
。
突
き
放
す
か
た
ち
で

優
勝
を
決
め
た
。

Ｂ
部
門

１
回
戦
、
富
山
県
実
業
団
Ｏ
Ｂ

ク
ラ
ブ
（
富
山
）
が
１
９
６
６
で

抜
け
出
し
た
。
２
位
の
神
奈
川
県

実
業
団
Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ブ
Ａ
（
神
奈

川
）
は
91
ピ
ン
差
を
つ
け
ら
れ
た

が
、
２
回
戦
の
１
９
６
８
で
首
位

奪
取
に
成
功
。
四
国
労
働
金
庫

（
徳
島
）
も
２
０
１
７
を
マ
ー
ク

し
て
11
ピ
ン
差
の
２
位
に
つ
け

た
。
３
回
戦
で
は
１
８
１
１
に
と

ど
ま
っ
た
神
奈
川
県
実
業
団
Ｏ
Ｂ

ク
ラ
ブ
Ａ
を
１
８
２
８
の
四
国
労

働
金
庫
が
逆
転
、
６
ピ
ン
差
で
決

勝
戦
を
迎
え
た
。

３
位
の
東
京
都
実
業
団
Ｏ
Ｂ
ク

ラ
ブ
Ａ
（
東
京
）
に
１
０
０
ピ
ン

Ａ
部
門

呉
市
役
所
Ｂ
（
広
島
）
が
１
回

戦
で
２
０
０
４
を
マ
ー
ク
し
て
首

位
発
進
し
た
。
36
ピ
ン
差
で
２
位

の
札
幌
市
役
所
Ａ
（
北
海
道
）
は

２
回
戦
も
１
８
８
７
に
ま
と
め
て

逆
転
す
る
と
、
３
回
戦
で
も
２
０

４
５
と
打
ち
上
げ
た
。
２
位
の
桑

名
市
役
所
Ａ
（
三
重
）
も
２
９
６

３
の
好
ス
コ
ア
で
75
ピ
ン
差
と
食

ら
い
つ
い
た
。

▽
大
会
第
45
号

後
藤
努
選
手
（
神
奈
川
）

▽
大
会
第
46
号

浅
田
俊
夫
選
手
（
千
葉
）

▽
大
会
第
47
号

加
地
敏
浩
選
手
（
兵
庫
）

▽
大
会
第
48
号

長
嶋
則
夫
選
手
（
大
阪
）

そ
れ
ぞ
れ
協
会
主
催
大
会
公
認

第
４
５
５
～
４
６
０
号
パ
ー
フ
ェ

ク
ト
ゲ
ー
ム
と
し
て
認
定
さ
れ

た
。

６
名
が
達
成

第
52
回
全
日
本
シ
ニ
ア
選
手
権

大
会
に
お
い
て
６
名
が
パ
ー
フ
ェ

ク
ト
ゲ
ー
ム
を
達
成
し
た
。

▽
大
会
第
43
号

鷹
羽
孝
選
手
（
愛
知
）

▽
大
会
第
44
号

仲
摩
秀
康
選
手
（
三
重
）

男
子
マ
ス
タ
ー
ズ
シ
ニ
ア

女
子
マ
ス
タ
ー
ズ
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ

Ｃ
部
門
…
製
造
・
化
学
・
電

機
・
繊
維
・
石
油
・
ゴ
ム
・

窯
業
・
紙
・
パ
ル
プ
・
建
設

Ｄ
部
門
…
鉄
鋼
・
機
械
・
金

属
・
精
密
・
輸
送
機
械
・
自

動
車
・
諸
工
業

予
選
は
９
ゲ
ー
ム
を
行

い
、
Ａ
部
門
10
、
Ｂ
部
門

８
、
Ｃ
部
門
12
、
Ｄ
部
門
18

チ
ー
ム
が
決
勝
戦
に
進
出
。

決
勝
は
３
ゲ
ー
ム
を
行
い
、

予
選
と
の
合
計
ス
コ
ア
に
よ

り
順
位
を
決
定
す
る
。

決
勝
大
会


Ａ
部
門
８
、
Ｂ
部
門
６
、

Ｃ
部
門
８
、
Ｄ
部
門
14
チ
ー

ム
が
進
出
し
、
総
合
優
勝
の

経
済
産
業
大
臣
杯
を
か
け
て

６
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
順
位
を

決
定
す
る
。

全
日
本
実
業
団
産
業
別
選

手
権
大
会
は
３
人
チ
ー
ム
戦

を
行
う
。
年
間
３
大
会
あ
る

実
業
団
全
国
大
会
の
開
幕
戦

と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

業
種
を
も
と
に
４
つ
の
部
門

に
分
か
れ
て
「
部
門
大
会
」

で
優
勝
を
争
い
、
最
後
に

「
決
勝
大
会
」
で
全
体
の
優

勝
チ
ー
ム
を
決
め
る
。

部
門
大
会


部
門
区
分
は
以
下
の
と
お

り
。

Ａ
部
門
…
官
公
庁

Ｂ
部
門
…
商
社
・
金
融
・
サ

ー
ビ
ス
・
運
輸
・
食
品
・
倉

庫
・
電
力
・
学
校
・
タ
バ
コ

・
病
院
・
連
盟
実
業
団
Ｏ
Ｂ

中林選手による宣誓中林選手による宣誓

北川会長北川会長

Ｈ／Ｇ(左から)小畠鷹羽
後藤古旗仲摩浅田中村
Ｈ／Ｇ(左から)小畠鷹羽
後藤古旗仲摩浅田中村

Ｈ／Ｓ(左から)駒場薮
下片倉浅田中村平川
Ｈ／Ｓ(左から)駒場薮
下片倉浅田中村平川
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乥习乡乢习乡乢习乡乢习乡乢习乡乢习乡乢习乡乢习乡乢习乡乢习乡乢习乡乢习乡乢

乥
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习
乡
乢
习

习乡乢习乡乢习乡乢习乡乢习乡乢习乡乢习乡乢习乡乢习乡乢习乡乢习乡乢习乡乢

っ
た
。
２
位
の
久
世
ベ
ロ
ー
ズ
工

業
所
（
石
川
）
は
20
ピ
ン
差
。
３

回
戦
も
１
９
７
５
と
し
た
不
二
越

Ａ
は
１
位
通
過
を
決
め
た
が
、
日

本
精
工
藤
沢
Ａ
（
神
奈
川
）
が
26

ピ
ン
差
に
つ
け
て
接
戦
の
ま
ま
決

勝
戦
へ
。

３
位
で
通
過
し
た
Ｊ
Ｆ
Ｅ
西
日

本
Ａ
は
、
決
勝
１
ゲ
ー
ム
目
の
６

７
０
で
逆
転
し
た
。
す
る
と
不
二

越
Ａ
が
２
ゲ
ー
ム
目
に
６
８
４
で

再
び
首
位
に
。
62
ピ
ン
リ
ー
ド
で

最
終
ゲ
ー
ム
に
入
っ
た
不
二
越
Ａ

だ
っ
た
が
痛
恨
の
マ
イ
ナ
ス
ゲ
ー

ム
。
６
７
０
で
締
め
く
く
っ
た
日

本
精
工
藤
沢
Ａ
が
優
勝
を
奪
い
、

13
年
ぶ
り
の
部
門
制
覇
と
な
っ

た
。

決
勝
戦
１
ゲ
ー
ム
目
、
デ
ン
ソ

ー
Ａ
は
７
１
０
を
打
つ
と
、
２
ゲ

ー
ム
目
も
７
４
４
。
逆
転
し
て
28

ピ
ン
リ
ー
ド
で
迎
え
た
最
終
ゲ
ー

ム
で
は
日
新
電
機
Ａ
が
追
い
上
げ

た
が
２
ピ
ン
及
ば
ず
、
デ
ン
ソ
ー

Ａ
が
優
勝
。
ハ
イ
ゲ
ー
ム
、
ハ
イ

シ
リ
ー
ズ
も
独
占
し
て
の
部
門
制

覇
と
な
っ
たＤ

部
門

１
回
戦
の
ト
ッ
プ
は
２
０
３
２

を
マ
ー
ク
し
た
Ｊ
Ｆ
Ｅ
西
日
本
Ａ

（
広
島
）
。
ト
ヨ
タ
自
動
車
Ｃ

（
愛
知
）
も
２
０
０
０
台
に
乗
せ

た
。
し
か
し
２
回
戦
で
は
ス
コ
ア

が
伸
び
ず
、
１
９
８
２
を
打
っ
た

不
二
越
Ａ
（
富
山
）
が
首
位
に
立

個
人
Ｈ
／
Ｓ
（
左
か
ら
）
仲

野
、
平
井
、
高
野
、
松
本

個
人
Ｈ
／
Ｓ
（
左
か
ら
）
仲

野
、
平
井
、
高
野
、
松
本

個
人
Ｈ
／
Ｇ
平
山

境

夏
目


田
中(

智)

田
中(

玲)

織
田

個
人
Ｈ
／
Ｇ
平
山

境

夏
目


田
中(

智)

田
中(

玲)

織
田

第
45
回
全
日
本
実
業
団
産
業
別
選
手
権
大
会
に

お
い
て
、
小
林
剛
美
選
手
（
三
重
・
桑
名
市
役

所
）
が
大
会
第
43
号
と
な
る
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
ゲ
ー

ム
を
達
成
。
協
会
主
催
大
会
公
認
第
４
５
４
号
と

し
て
認
定
さ
れ
た
。
小
林
選
手
に
は
㈱
フ
ァ
イ
ル

ド
・
リ
ラ
ッ
ク
ス
よ
り
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

Ａ
部
門
チ
ー
ム
Ｈ
／
Ｇ
杉
並
区
役

所
（
左
）
、
Ｈ
／
Ｓ
桑
名
市
役
所

Ａ
部
門
チ
ー
ム
Ｈ
／
Ｇ
杉
並
区
役

所
（
左
）
、
Ｈ
／
Ｓ
桑
名
市
役
所

Ｂ
部
門
チ
ー
ム
Ｈ
／
Ｇ
北
陸
電
力
石

川(
左)
Ｈ
／
Ｓ
四
国
労
働
金
庫

Ｂ
部
門
チ
ー
ム
Ｈ
／
Ｇ
北
陸
電
力
石

川(
左)
Ｈ
／
Ｓ
四
国
労
働
金
庫

Ｃ
部
門
チ
ー
ム
Ｈ
／
Ｇ
、

Ｈ
／
Ｓ
デ
ン
ソ
ー
Ａ

Ｃ
部
門
チ
ー
ム
Ｈ
／
Ｇ
、

Ｈ
／
Ｓ
デ
ン
ソ
ー
Ａ

Ｄ
部
門
チ
ー
ム
Ｈ
／
Ｇ

Ｊ
Ｆ
Ｅ
西

日
本
Ｃ(

左)


Ｈ
／
Ｓ
日
本
精
工
藤

沢
Ａ

Ｄ
部
門
チ
ー
ム
Ｈ
／
Ｇ

Ｊ
Ｆ
Ｅ
西

日
本
Ｃ(

左)


Ｈ
／
Ｓ
日
本
精
工
藤

沢
Ａ
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倔倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐

倔
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
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儰
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儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儰

が
８
月
７
日
㈬
か
ら
11
日
㈰
に
か

け
て
、
福
岡
・
東
洋
ス
ポ
ー
ツ
パ

レ
ス
（
公
競
№
１
４
０
‐
０
８

８
）
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
世
界
で

台
頭
著
し
い
ア
ジ
ア
の
Ｕ
22
世
代

が
福
岡
に
集
結
し
、
未
来
の
成
功

を
切
り
開
く
た
め
ト
ッ
プ
を
争
い

ま
す
。

国
際
オ
ー
プ
ン
大
会
で
は
メ
ジ

ャ
ー
な
Ｍ
Ｑ
方
式
を
採
用
。
Ｕ
22

と
Ｕ
15
の
２
部
門
を
設
定
し
、
そ

れ
ぞ
れ
上
位
16
名
に
は
褒
賞
金
が

授
与
さ
れ
、
豪
華
な
副
賞
も
多
数

用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
優
勝

者
に
は
ア
メ
リ
カ
で
の
大
会
出

場
、
準
優
勝
者
に
は
マ
レ
ー
シ
ア

で
の
大
会
出
場
を
米
国
ス
ト
ー
ム

社
が
サ
ポ
ー
ト
し
、
３
位
選
手
は

ボ
ウ
リ
ン
グ
用
品
の
継
続
提
供
な

ど
、
大
会
以
後
の
活
躍
を
強
力
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
。
成
長
に
必
要
な
経

験
が
詰
ま
っ
た
大
会
で
す
。

最
新
の
大
会
情
報
は
公
式
Ｆ
ａ

ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。

https://www.facebook.com

/U22Fukuoka/

Ｕ
22

Ｆ
ｕ
ｋ
ｕ
ｏ
ｋ
ａ

Ｓ
ｕ

ｍ
ｍ
ｅ
ｒ

Ｃ
ｕ
ｐ

Ｂ
ｏ
ｗ
ｌ
ｉ

ｎ
ｇ

Ｔ
ｏ
ｕ
ｒ
ｎ
ａ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ

た
。マ

カ
オ
オ
ー
プ
ン
で
は
２
０
１

４
・
２
０
１
５
年
に
ナ
シ
ョ
ナ
ル

チ
ー
ム
キ
ャ
プ
テ
ン
の
佐
々
木
智

之
選
手
（
神
奈
川
・
湘
南
モ
ノ
レ

ー
ル
㈱
）
が
連
覇
し
、
２
０
１
８

年
は
元
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
メ
ン

バ
ー
の
向
谷
美
咲
選
手
も
優
勝
し

て
い
ま
す
。
今
年
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
も

制
し
た
安
里
選
手
、
海
外
で
新
た

な
称
号
を
手
に
し
ま
し
た
。

安
里
選
手
は
本
選
第
２
ラ
ウ
ン

ド
の
最
終
ゲ
ー
ム
に
パ
ー
フ
ェ
ク

ト
を
達
成
。
ト
ッ
プ
通
過
で
優
勝

決
定
戦
へ
の
シ
ー
ド
を
獲
得
し
ま

し
た
。
２
ゲ
ー
ム
の
合
計
点
で
争

う
優
勝
決
定
戦
で
は
マ
カ
オ
の
リ

・
タ
ク
マ
ン
と
対
戦
。
１
ゲ
ー
ム

目
は
３
ピ
ン
の
リ
ー
ド
を
許
し
ま

し
た
が
、
２
ゲ
ー
ム
目
は
ス
タ
ー

ト
か
ら
ス
ト
ラ
イ
ク
を
連
発
し
て

２
５
９
で
逆
転
勝
利
と
な
り
ま
し

２
０
１
９
マ
カ
オ
チ
ャ
イ
ナ
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
オ
ー
プ
ン

で
、
全
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム

の
安
里
秀
策
選
手
（
和
歌
山
・
日

高
東
宝
ボ
ウ
ル
）
が
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。

部
門
大
会
で
上
位
に
入
っ
た
36
チ
ー
ム
が

決
勝
大
会
へ
。
そ
れ
ま
で
の
ス
コ
ア
は
持
ち

込
ま
ず
、
６
ゲ
ー
ム
の
短
期
決
戦
で
大
会
全

体
の
王
者
を
決
定
す
る
。
前
半
３
ゲ
ー
ム
は

Ｂ
部
門
４
位
通
過
の
タ
イ
ト
ー
（
宮
城
）
が

ト
ッ
プ
。
７
１
５
で
ス
タ
ー
ト
を
切
る
と
６

８
０
台
を
連
発
し
て
２
０
８
３
で
折
り
返
し

た
。
同
じ
く
Ｂ
部
門
か
ら
進
出
の
富
山
県
実

業
団
Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ブ
（
富
山
）
は
２
０
５
３
。

２
ゲ
ー
ム
目
の
７
４
９
を
活
か
し
て
30
ピ
ン

差
の
好
位
置
に
つ
け
た
。

後
半
も
タ
イ
ト
ー
は
６
６
５
・
６
２
９
と

堅
調
だ
っ
た
が
、
４
位
に
つ
け
て
い
た
ユ
ニ

プ
レ
ス
Ａ
（
静
岡
）
が
２
ゲ
ー
ム
目
に
７
３

１
を
マ
ー
ク
。
一
転
し
て
27
ピ
ン
差
を
追
う

立
場
と
な
っ
た
タ
イ
ト
ー
は
、
最
後
の
ゲ
ー

ム
で
会
心
の
７
４
０
を
打
ち
上
げ
て
再
逆
転

し
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

Ｄ部門優勝 日本精工藤沢Ｄ部門優勝 日本精工藤沢 Ｃ部門優勝 デンソーＣ部門優勝 デンソー

Ａ部門優勝 札幌市役所Ａ部門優勝 札幌市役所Ｂ部門優勝 四国労働金庫Ｂ部門優勝 四国労働金庫

す。

【応募方法】

必ずはがきにて、住所・氏名・電

話番号と、ＪＢＣ会員の方は会員番

号を明記の上、協会事務局までお送

りください。

※記入された個人情報は賞品発送お

よび当選者発表に使用します。

※ｅメールでの応募は無効としま

す。

▷宛先

〒160‐0013 東京都新宿区霞ヶ丘

町４‐２   

 511号室

全日本ボウリング協会

ＪＢＣニュースプレゼント係

▷締切 2019年８月15日必着

ＮＨＫ杯第53回

全日本選抜選手権

大会のＤＶＤ（非

売品）が完成しま

した。放送された

決勝エリミネータ

ーの優勝争いに加

え、注目選手のプ

レーやインタビュ

ーなどが満載で

す。抽選で３名様にプレゼントしま

Ｂ部門は四国労働金庫（徳島）

が初優勝。Ｄ部門では前回大会

の総合優勝・日本精工藤沢（神

奈川）が13年ぶりの部門制覇を

果たした。

そして各部門の上位チームに

よる決勝大会では、タイトー

(宮城)が初優勝を飾り、東北勢

として大会初の王者に輝いた。

経済産業大臣杯第45回全日本

実業団産業別選手権大会が５月

31日㈮から６月２日㈰にかけ

て、大阪・桜橋ボウル（公競№

127‐129）で開催された。業種

別４部門による部門大会は、Ａ

部門の札幌市役所（北海道）と

Ｃ部門のデンソー（愛知）がと

もに２年ぶりの優勝を果たし、絶好調の安里選手絶好調の安里選手

ⒸＡＢＦⒸＡＢＦ

第５６９号 （第三種郵便物認可） （8）２０１９年７月１０日

2019.8.7-11 at 東洋スポーツパレス
http://u22fukuoka.com/u22.php

新たな聖地を目指して

http://www.jbc-bowling.or.jp/gcb2019/
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